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審 査 の 結 果 の 要 旨
　本論文において、福井氏は六脚類カマアシムシ目の胚発生過程を詳細に記載、検討し、カマアシムシ目の
胚発生の特徴を明らかにした。得られた知見をもとに包括的な比較発生学的議論を展開し、六脚類のベーサ
ルクレードの再構築を試み、新たで説得力のある系統仮説を提出した。カマアシムシ目の発生学的研究は、
そのポテンシャルゆえに希求されてきたが、困難さゆえにいずれの試みも、本目が発見されてからの 100 余
年の間、失敗に終わってきた。福井氏は本論文において初めてカマアシムシ目の胚発生を明らかにしたので
あり、その発生学的記載ならびに系統学的議論もたいへん質が高い。動物界最大群である六脚類の包括的理
解に大いに貢献するものであり、本論文は当該分野の今後の発展に大いに資する労作である。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有すると認める。
